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国立別府重度障害者センターに係る一般競争 (以下 「競争」という。)に 参加 しようとする者は、

次の事項を承知しておいて下さい。

1 契 約担当官等

分任支出負担行為担当官 国 立障害者)ハヒリテーションセンター自立支援局

別府重度障害者センター庶務課長 鬼  塚  剛  博

2 調 達内容

(1)件 名 国 立障害者,ハヒ
ヾ
)テーションセンター自立支援局別府重度障害者センターエレベータ

保守業務一式

(2)本 件名の特質等 仕 様書による

(3)入 札方法

落札者の決定は、最低価格落札方式をもつて行うので、

① 入 札者は、本件名の履行に要する一切の諸経費を含め契約金額を見積もるものとする。

② 落 札決定に当たつては、入札書に記載された金額に当該金額の 100分 の 5に 相当する

額を加算した金額 (当該金額に 1円 未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨て

るものとする。)を もつて落札価格とするので、入札者は、消費税に係るrtX税事業者であ

るか免税事業者であるかを問わず、見積もつた契約金額の 105分 の 100に 相当する

金額を記載した入札書を提出しなければならない。

(4)入 札保証金及び契約保証金  免 除

3 競 争参加資格

(1)予 算決算及び会計令第 70条 及び第 71条 に規定される次の事項に該当する者は、競争に

参加する資格を有さない。

① 当 該契約を締結する能力を有しない者 (未成年者、被補佐人又は被補助人であつても、

契約締結のために必要な同意を得ている者を除く)及 び破産者で復権を得ない者

② 以 下の各号のいずれかに該当し、かつその事実があった後2年 を経過していない者

(これを代理人、支配人その他の使用人として使用する者についてもまた同じ。)

(ア)公 正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正の利益を得るため

に連合した者

(イ)落 札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者

(ウ)監 督又は検査に実施に当たり職員の職務の執行を妨げた者

0 正 当な理由がなくて契約を履行しなかった者

の 前 各号のいずれかに該当する事実があった後2年 を経過しないものを、契約の履行

に当たり、代理人、支配人その他の使用人として使用した者

圭
日



(2)次 の事項に該当する者は、競争に参加させないことがある。

(ア)資 格審査申請書又は添付書類に虚偽の事実を記載した者

(イ)経 営の状況又は信用度が極度に悪化している者

(3)平 成 22・ 23・ 24年 度厚生労働省競争参加資格 (全省庁統一資格)に おいて、九州 ・沖

縄地区で、「役務の提供等」で 「BJ、 「C」 又は 「D」 の等級に格付けされている者であるこ

と。

4 入 札書の提出場所等

入札書は、本年度においては、電子入札システムの不具合により、機器の修理中であるため、紙のみ

により提出するものとする。

なお、入札者は、その提出した入札書の引換え、変更又は取消しをすることはできない。

(1)紙 により入札を行う場合

①入札書の受領期限

平成 23年 3月 23日 (水)15:00

②入札書の提出場所、契約条項を示す場所及び問い合わせ先

〒874-0904 大 分県別府市南荘園町 2組

国立障害者いヒリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センター

庶務課会計係 (0977-21-0181)

③入札書の提出方法

別紙の入札書にて、必ず封筒に入れて密封し、その表に氏名 (法人の場合は名称または商

号)及 び 「3月 24日 開札 国 立障害者)ハヒリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センター

エレベータ保守業務一式の入札書在中」と朱書きのうえ、国立障害者)ハヒリテーションセンター自立支

援局別府重度障害者センター庶務課会計係まで提出すること。

(2)入 札の無効

① 本 入札説明書に示した競争参加資格のない者、入札条件に違反した者又は入札者に求めら

れる義務を履行しなかった者の提出した入札書は無効とする。

(3)入 札の延期等

入札者が相連合し又は不穏の挙動をする等の場合であって、競争入札を公正に執行すること

ができない状態にあると認められるときは、当該入札を延期し、又はこれを取り止めること

がある。

(4)代 理人による入札

① 代 理人が紙により入札する場合には、別紙による委任状を提出しなければならない。

② 入 札者又はその代理人は、本件調達に係る入札について他の入札者の代理人を兼ねること

ができない。



5 開 本L

(1)開 札の日時及び場所

平成 23年 3月 24日 (木)14:00

国立障害者リアヽヒリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センター大会議室

(2)紙 による入札の場合

① 開 札は、入札者又はその代理人を立ち会わせて行う。ただし、入札者又はその代理人が立

ち会わない場合は、入札事務に関係のない職員を立ち会わせて行う。

② 入 札者又はその代理人は、開札時刻後においては、開札場に入場することはできない。

③ 入 札者又はその代理人は、開札場に入場しようとするときは、入札関係職員の求めに応 じ

競争参加資格を証明する書類、身分証明書又は入札権限に関する委任状を提示又は提出しな

ければならない。

④ 入 札者又はその代理人は、分任支出負担行為担当官が特にやむを得ない事情があると認め

た場

合のほか、開札場を退場することができない。

(3)再 度入札の取扱い

開札をした場合において、入札者又はその代理人の入札のうち予定価格の制限に達した価格

の入札がないときは、再度の入札を行う。

6 そ の他

(1)契 約手続に使用する言語及び通貨  日 本語及び日本国通貨

(2)入 札者に要求される事項

この一般競争に参加を希望する者は、本入札説明書 3の 競争参加資格を有することを証明す

る書類及び入札説明書及び仕様書を満たす旨を表示する書類を平成 23年 3月 16日 (水)

17時 までに提出しなければならない。

また、開札日の前日までの間において、分任支出負担行為担当官から当該書類に関し説明を

求められた場合には、これに応じなければならない。

(3)落 札者の決定方法

最低価格落札方式とする。

① 本 入札説明書4(1)又 は (2)に 従い書類 ・資料を添付して入札書を提出した入札者で

あって、本入札説明書 3の 競争参加資格及び仕様書の要求要件をすべて満たし、当該入札者

の入札価格が予算決算及び会計令第 79条 の規定に基づいて作成された予定価格の制限の

範囲内であり、かつ、最低価格をもつて有効な入札を行つた者を落札者とする。

② 落 札者となるべき者が二人以上あるときは、直ちに当該入札者にくじを引かせ、落札者を

決定するものとする。また、入札者又はその代理人が直接くじを引くことができないときは、

入札執行事務に関係ない職員がこれに代わつてくじを引き落札者を決定するものとする。

③ 落 札者が決定したときは、入札者にその氏名 (法人の場合にはその名称)及 び金額を日頭

により通知するものとする。

(4)契 約書の作成

① 競 争入札を執行し、契約の相手方を決定したときは、遅滞なく契約書を取り交わすものと

する。

② 分 任支出負担行為担当官が契約の相手方とともに契約書に記名押印しなければ、本契約は

確定しないものとする。



任

今般都合により、国立障害者り′ば ,テーションセンター自立支援局別府重度障害者センターエレベ

ータ保守業務一式契約の入札に関する一切の権限を下記受任者に委託しましたので、連署を

もつてお届けします。

平成  年   月    日

受 任 者  住   所

商号又は名称

氏    名

委 任 者  住 所

商号又は名称

氏 名

分任支出負担行為担当官

国立障害者)ハヒリテーションセンター自立支援局

別府重度障害者センター庶務課長  殿

ロ
ロ
Ｌ
ト

ント



入  札 圭
自

国立障害者)ハビリテーションセンター自立支援局別府重度障害者センターエレベータ保守業務一式契

約について上記のとおり入札いたします。

平成   年   月    日

分任支出負担行為担当官

国立障害者)ハビリテーションセンター自立支援局

別府重度障害者センター庶務課長  殿

¥

ロ
ロ
ビ
ト

所

名

住

氏



平成  年   月   日

分任支出負担行為担当官

国立障害者リハヒ
ヾ
リテーションセンター

自立支援局別府重度障害者センター

庶務rrr長 鬼  塚  剛  博  殿

住    所

商号又は名称

氏    名

電子入札案件の紙入札方式での参加について

貴部局発注の下記入札条件について、電子入札システムを利用して入札に参加できないの

で、紙入札方式での参加をいたします。

1 入 札条件名

2 電 子入札システムでの参加ができない理由

記



紙 入 札 業 者 登 録 用 紙

資格審査登録番堤 10桁 の数字

企 業 名 和

企 業 郵 便 番 弓

企 業 住 所

代 表 者 氏 宅

代 表 者 役 晴 (例)社長

部 署 宅
ない場合空欄で
構いません

代 表 者 電 話 番 弓

代 表 者 FAX番 弓

連 絡 先 名 和 (例)営業部

連 絡 先 氏 宅

連 絡 先 郵 便 香 掲

連 絡 先 住 所

連 絡 先 電 話 番 号

連 絡 先 FAX番 弓

連絡先メールアドレヌ

※代表者と連絡先が同じ場合は、連絡先の欄は「同上」でかまいません
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エレベーター設備保守仕様書

本書は、国立障害者)ハヒ
ヾ
リテーションセンター自立支援局別府重度障害者センターに設置されている

三菱電機株式会社製エレベーター設備について、保守の仕様を定めたものである。

1`設 置機種

○ 油圧制御方式エレベーター (制御方式 HVA)

積載荷重 750kg/速 度 45m/min/停 止階 2停 止 (以下 1号機という)

○ インバーター制御方式エレベーター (制御方式 VFDL)

積載荷重 750kg/速 度 30m/min/停 止階 2停 止 (以下 2号機という)

○ 油圧制御方式エレベーター (制御方式 HEA)

積載荷重 750kg/速 度 45m/min/停 止階 2停 止 (以下3号機という)

2.点 検内容

エレベーター設備の点検内容は、別表 1, 2の とおりとする。

3.遠 隔点検 (監視)

エレベーター設備の遠隔点検の内容は、別表 3の とおりとする。

なお、遠隔点検 (監視)に 必要な電話回線 (無線を含む)及 び機器は、保守業者が準備

及び負担するものとする。

月 1回遠隔点検の結果を報告するものとする。

① 遠隔監視とは以下のとおり

。 遠 隔監視装置及び電話回線 (無線を含む)を 利用し、機器の状態 (故障等)を

遠方より確認することができるもの。

・ 機器の状態 (故障)と は、機器の停止及び使用不能を確認できること。

・ 機器の状態 (故障後)の 信号発信を受信できること。

② 遠隔点検とは以下のとおり

・ 遠隔点検装置及び電話回線 (無線を含む)を 利用し、機器の状態を常時遠方よ

り確認することができるもの。

・ 機器の状態とは、別表3の内容を常時確認できること。
・ 機器の状態 (変調)信 号発信を受信できること。



4.保 守頻度

定期点検は、月 1回技術員 (昇降機検査資格者の資格をもつ者)を 派遣し行 うものとす

る。

但し、遠隔監視により不時の故障の判明した時及び不時の故障の際国立別府重度障害者

センターより連絡のあった時は、概ね 1時間以内に技術員を派遣し点検するものとする。

緊急時の受信体制及び技術員の派遣体制 (24時 間 365日 稼働)を 備えていること。

なお、点検の都度結果を報告するものとする。

5.消 耗部品

保守に必要な材料は、保守業者で保有し、即時供給できる体制を備えるものとする。

保守に必要な材料のうち別表 4に あるものは、保守業者が供給するものとする。

なお、保守に必要な材料のうち別表4に あるもの以外で取替の必要を生じた場合には、

別途見積りのうえ、その承認を得てから着手するものとする。

6.予 防保全体制

技術員の教育履歴及び教育施設を提示できるよう備えていること。

点検履歴及び修理履歴を速やかに提示できるよう備えていること。

大型部品等の取替など長期修理工事計画を立案し提示できるよう備えていること。



(丹U表1-1)

箇 所 機 器 名 点 検 内 容 1号 機 2号 機 3号 機

機械室

室内環境

○ 機 械室出入口戸 ,窓の閉開 ・施錠状態

○ 機 械室周壁劣化 ・損傷の有無

○ 機 械室照明の点灯状態

○ 機 械室内の整理 ・清掃状態

○ 機 械室内の換気状態

○ ○ ○

制御盤

○ 制 御盤固定状態

○ 制 御盤扉閉開状態

○ 制 御盤本体劣化 ・損傷の有無

○ 接 触器作動状態

○ 各 回路絶縁状態

○ そ の他機器作動状態

○ そ の他機器劣化 ・損傷の有無

○ ○ ○

巻上電動機

巻上機

○ 巻 上機運転状態

○ 巻 上電動機回転状態

○ 電 磁ブレーキ作動状態

○ 巻 上機綱車劣化 ・損傷の有無

○ 巻 上機回り各機器取付状態

○ 巻 上機回り各機器劣化 ・損傷の有無

○ 巻 上機油劣化 ・油漏れの有無

○ 巻 上電動機絶縁状態

○

そらせ車

○ そ らせ車回転状態

○ そ らせ車劣化 ・損傷状態

○ そ らせ車取付状態

○

調速機

○ 調 速機運転状態

○ 調 速機作動速度

○ 調 速機回り各スイッチ作動状態

○ 調 速機取付状態

○ 各 給油部の給油状態

○



(局可表 1-2)

箇 所 機 器  名 点 検 内 容 1号 機 2号 機 3号 機

機械室

油圧ポンプ

○ ポ ンプモータ回転状態

○ ポ ンプモータ取付状態

○ ポ ンプモータ劣化 ・損傷の有無

○ ポ ンプモータ絶縁状態

○ プ ーリー回転状態

○ プ ーリー取付状態

○ プ ーリー劣化 ・損傷の有無

O Vベ ル ト劣化 ・損傷の有無

O Vベ ル ト設定状態

○ ○

サイレンサ

○ サ イレンサ取付状態

○ サ イレンサ劣化 ・損傷の有無

○ 油 洩れ有無

○ ○

バルブ

○ 各 バルブ取付状態

○ ロ ックナット締付状態

○ 圧 力異常の有無

○ 油 洩れ有無

① ①

ファン

ラジエー タ

○ ラ ジエータ取付状態

○ フ ァンの劣化 ・損傷の有無

○ フ ァンの固定状態 ・回転状態

○ 温 度センサ作動状態

○ 泊 洩れ有無

○ ○

オイルタンク

○ タ ンク取付状態

○ タ ンクの劣化 ・損傷の有無

○ フ ィルターの劣化 ・損傷の有無

○ 油 洩れ有無

○ ○

その他
○ 端 子箱の取付状態

○ 配 管 ・配線の劣化 ・損傷の有無
○ ○ ○

かごまわり かご上

○ か ご上各機器作動状態

○ か ご上各機器劣化 ・損傷の有無

① か ご上各安全スイッチ作動状態

○ ○ ○



(別表 1 - 3 )

箇 所 機 器  名 点 検 内 容 1号 機 2号 機 3号 機

かごまわ り

かご戸まわ り

○ か ごの戸取付状態

○ か ごドアハンガー取付 ・作動状態

○ か ごドアハンガー劣化 ・損傷の有無

○ 戸 閉運動機構取付 ・作動状態

○ 戸 閉連動機構劣化 ・損傷の有無

○ か ごドア制御 ・駆動機器取付 ・作動状態

○ か ごドア制御 ・駆動機器劣化 ・損傷の有無

○ か ごドア関連安全装置取付 ・作動状態

○ か ごドア関連安全装置劣化 ・損傷の有無

○ か ご戸と乗場戸連動状態

○ ○ ○

か ご上ステーション

○ 各 安全スイッチ取付 ・作動状態

○ ス テーション内各機器作動状態

○ ス テーション内各機器劣化 ・損傷の有無

○ ○ ○

E型 ランディンタ
｀

スイッチ

○ ス イッチ取付 ・作動状態

○ ス イッチ劣化 ・損傷の有無

○ カ バー取付状態

○ ナ イロンガイ ドの劣化 ・損傷の有無

○

着床装置 ○ 着 床リレー作動状態 ○ ○ ○

非常止め装置

○ 非 常止め装置取付 ・作動状態

○ 非 常止め装置劣化 ・損傷の有無

○ 非 常止めスイッチ作動状態

○ ○ ○

ガイ ドシュー

(力
｀
イト
｀
ローラ)

○
　
○
　
○

シュー(力
ヾ
イドローラ)作 動状態

シュー(がイドローラ)劣 化 ・損傷の有無

シュー (力
｀
イドローラ)取 付状態

○ ① ○

はかり装置
○ ス イッチ取付 ・作動状態

○ は かり装置劣化 ・損傷の有無
○ ○ ○

救出日

○ ス イッチ取付 ・作動状態

○ 扉 閉開状態

○ 扉 施錠状態

○ ○ ○

吊り車

○

　

○

綱草劣化 ・損傷の有無

吊り車回転状態
○ ○ ○



(別表 1 - 4 )

箇 所 機 器 名 点 検 内 容 1号 機 2号 機 3号 機

かごまわり その他機器

① か ご室ファン取付 ・作動状態

○ 移 動ケーブル取付状態

○ か ご室組立構成機器取付状態

○ か ご室組立構成機器劣化 ・損傷の有無

○ ○ ○

昇降路

昇降路 ○ 昇 降路周壁の劣化 ・損傷の有無 ○ ○ ○

終点スイッチ ○ 終 点スイ ッチ作動状態 ○ ○ ○

ガイ ドレール
○ レ ール劣化 ・損傷の有無

○ レ ール取付状態
○ ○ ○

つり合おもり

○ つ り合いおもり劣化 ・損傷状態

○ つ り合いおもり組立取付状態

○ ガ イ ドシュー取付 ・作動状態

○ ガ イ ドシュー損傷の有無

○ 吊 り車劣化 ・損傷の有無

○ 吊 り車回転状態

○

ローブ

○ メ インロープ劣化 ・損傷の有無

○ ガ バナロープ劣化 ・損傷の有無

○ メ インロープソケノト劣化 ・損傷の有無

○ メ インロープ取付状態

○ ガ バナロープ取付状態

○ ○ ○

つり合ロープ

(つり合いれウ)

○ つ り合いロープ (チェーン)劣 化 ・損傷状態

○ つ り合いロープ (チェーン)取 付状態
①

調速機

○ 調速機運転状態

調速機作動速度

調速機回り各スイッチ作動状態

調速機取付状態

各給油部の給油状態

○

○

○

○

○ ○

着床装置フ
・
レート
○ プ レー ト劣化 ・損傷の有無

○ プ レー ト取付状態
○ ○ ○

移動ケーブル

○ ケ ーブル動特性

○ ケ ーブル劣化 ・損傷の有無

○ ケ ーブル取付状態



(男U表 1-5 )

箇 所 機 器  名 点 検 内 容 1号 機 2号 機 3号 機

昇降路

乗場戸まわ り

○ 乗 場戸自閉機能作動状態

① 乗 場戸取付状態

○ 乗 場 ドアハンガー取付 ・作動状態

○ 乗 場 ドアハンガー劣化 ・損傷の有無

○ 乗 場 ドア関連安全装置取付 ・作動状態

○ 乗 場 ドア関連安全装置劣化 ・損傷の有無

○ 乗 場戸とかご戸の連動状態

○ ① ○

油圧ジャッキ

○ ジ ヤッキ固定状態

○ プ ランジャ作動状態

○ プ ランジャ劣化 ・損傷の有無

○ パ ッキンの劣化 ・損傷の有無

○ ガ イ ドシューの劣化 ・損傷の有無

○ ガ イ ドシュー作動状態

○ ○

返し車
○ 綱 車劣化 ,損傷の有無

○ 返 し車回転状態
○ ○

その他機器
○ ケ ーブル保護網の劣化 ・損傷の有無

〇 ロ ープ振れ止め取付状態
○ ○ ○

ピット

ピット
○ ピ ット周壁の劣化 ・損傷の有無

○ ピ ット漏水の有無 ・汚損状態
○ ○ ○

緩衝器

○ 緩 衝器劣化 ・損傷の有無

○ 緩 衝器台劣化 ・損傷の有無

○ 緩 衝器取付状態

○ ○ ○

張 り車
○ 張 り車劣化 ・損傷の有無

○ 張 り車取付 ・回転状態
○ ① ①

油圧配管

○ 各 配管取付状態

① 各 配管劣化 ・損傷の有無

○ 油 洩れ有無

○ ○

ジャッキ台
○ ジ ャッキ台取付状態

○ ジ ャッキ台の劣化 ・損傷の有無
○ ○



(局可表 1-6)

箇 所 機 器  名 点 検 内 容 1号機 2号 機 3号 機

かご室

乗場

か ご

○ か ご運転状態

○ 全 自動戸開閉状態

○ 停 電灯点灯状態

① か ご内表示器作動状態

○ か ご◆8作動状態

○ か ご釦劣化 ・損傷の有無

○ ○ ○

照明 ・意匠

○ か ご室機器損傷 ・変形の有無

○ 各 銘板取付 ・汚損の有無

○ か ご室照明点灯状態

○ ○ ○

かご内操作盤
○ か ご内操作盤カバー取付状態

○ か ご内操作盤各スイッチ作動状態
○ ○ ○

外部連絡装置 ○ 外 部連絡装置作動状態 ○ ○ ○

乗場

○ 全 自動戸開閉状態

○ 乗 場釦作動状態
(

○ 乗 場釦劣化 ・損傷の有無

○ 乗 場表示器作動状態

○ ○ ○



(丹J募そ2)

【付力日装置】

箇 所 機 器 名 点 検 内 容 1号機 2号 機 3号 機

地震時管制

運転装置

(EER)

全般

○ 管 制運転作動状態

○ 気 配リアナウンス作動状態
○ ○ ○

昇降路内
○ 地 震感知器作動状態

○ 地 震感知器取付状態
○ ○ ○

制御盤内

○ 接 触器取付状態

○ 接 触器作動状態

○ 接 触器劣化 ・損傷の有無

○ ○ ①

停電時

自動着床装置

(MELD)

全般

○ 自 動着床状態

○ 戸 開閉状態

○ 気 配 リアナウンス作動状態

○ 停 電灯点灯状態

○ ○

制御盤内

かご上 ST内

○ 接 触器取付状態

○ 接 触器作動状態

○ 接 触器劣化 ・損傷の有無

O MELD用 基板取付状態

O MELD用 基板劣化 ・損傷の有無

○ そ の他機器取付状態

○ そ の他機器劣化 ・損傷の有無

○ ○

バ ッテ リー ○ 作 動電圧 ○ ○

火災時管制

運転装置

(FER)

全般

○ 管 制運転作動状態

○ 気 配リアナウンス作動状態
○ ○

制御盤

○ 接 触器取付状態

○ 接 触器作動状態

○ 接 触器劣化 ・損傷の有無

○ ○

乗場

○ 呼 び戻しボタン取付状態

① 呼 び戻しボタン作動状態

① 呼 び戻しボタン劣化 ・損傷の有無

○ ○



(局「Jヲ藍3)

リモー ト点検 「遠隔機器点検」内容

点検項目 点検内容

制御関連機器

設置環境 機器温度

巻上機 (パワーユニット) ブレーキ (バルブ)動 作状態

制御盤

接触器動作状態

制御機器動作状態

かご関連機器

かごの戸

戸の開閉状態

ドアスイッチ動作状態

かご操作盤 押ボタン動作状態

照明灯 点灯状態

外部連絡装置 インターホン電源電圧状態

停電灯 点灯状態

乗場関連機器

乗場の戸

開閉状態

ドアスイッチ動作状態

乗場押ボタン 動作状態

昇降路内関連機器 安全スイッチ 動作状態

運転性能

起動状態

加速状態

一定速状態

減速状態

着床状態



(局可ヲ電4)

消耗部品

(注1) リ レーによつては、本体工事 (工事扱い)と なる場合がある。

(注2) NFブ レーカは含まない。

(注3) リ ボン型抵抗管、回生抵抗は含まない。

(注4) ラ ンプ関係には、ネオン管、インテリア照明、その他特殊な発光体は含まない。

(注5) 巻 上機ギアオイル、油圧式エレベーターの作動油及び緩衝器の作動油は含まない。

部 品  名 可号機 2号 機 3号 機

可動 ・固定コンタク ト       (注 1) ○ ○ ○

制御盤 ・受電盤内ヒューズ     (注 2) ○ ○ ○

制御盤 ・受変電内抵抗管      (注 3) ○ ○ ○

かごドア装置用Vベ ル ト・ベル ト ○ ○ ○

給油器油芯 (繊維) ○ ○ ○

ドアシュー (戸の脚) ○ ○ ○

照明用ランプ、スターター     (注 4) ○ ○ ○

インジケーター用 ランプ       (注 4) ○ ○ ○

操作盤 ・乗場押ボタン用ランプ   (注 4) ○ ○ ○

かご室内停電灯用ランプ      (注 4) ○ ○ ①

点検用オイル、グリス類      (注 5) ○ ○ ○

ウェス、サンドペーパー ○ ○ ○

○ ○ ○

E型 ランディングスイッチカム ①


